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資料７－１－①－２

「専攻科オリエンテーション」 

（出典 平成 24 年度専攻科学生の手引） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－①－１

「準学士課程オリエンテーション」 

（出典 平成 24 年度学生便覧） 

基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

学習を進める上でのガイダンスとして，年度当初に準学士課程学生に対して学級オリエンテーショ

ン，専攻科学生に対して全専攻科生オリエンテーションを行っている。前者では，各学級担任が学生

便覧（資料７－１－①－１）等をもとに学業成績の評価方法や進級・卒業要件などの教務事項等を説

明し，後者では，専攻科長から専攻科学生の手引（資料７－１－①－２）をもとに開講科目や修了要

件などの履修要領等を説明している。各教科の授業の最初には担当教員がシラバスを配付し，授業の

目標，到達目標，成績評価等などを説明している。また，準学士課程１学年では日帰り研修，２学年

では１泊２日の合宿研修，３学年では各科企画の日帰り研修があり，これらの研修を通じて学習・生

活指導や進路指導も行っている。 
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資料７－１－①－３

「学級担任・副担任業務」 

 

（出典 平成 24 年度教員会資料）

 学生の自主的学習を進める上で，各学級担任は，個々の学生のきめ細かな学習・生活指導や進路指

導，各種情報の伝達や相談・助言を行っており，平成15年度からの副担任制度により，より充実した

学生指導を行っている（資料７－１－①－３）。専攻科学生に対しては，指導教員が担任の役割をし， 

専攻主任，同副主任が専攻全般をサポートすることで，準学士課程と同様の指導を行っている。授業

担当教員による教科ごとの自主的学習の相談・助言は，オフィスアワーやこれ以外の時間で随時相談

に応じている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学習を進める上でのガイダンスは，年度当初に準学士課程では学級担任，専攻科では専攻科長がオ

リエンテーションを行い，各授業の最初に教科担当教員がシラバスを説明し，また，年間行事に組み

込まれた学年毎の各種研修などを通じて適切に行われている。 

学生の自主的学習を進める上での相談・助言は，全般的に学級担任や指導教員が行い，一方教科毎

に担当教員がオフィスアワーを設定して行っており，学生の自主的学習の支援体制は整備され，十分

に機能している。 
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（出典 平成 24 年度学生便覧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－②－１

「施設配置図」 

（出典 平成 24 年度学生便覧）

観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生

活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

学生の自主的学習を支援する設備には，各種教室，情報処理センター，パソコン室，図書館などが

ある（資料７－１－②－１）。各科の教室（準学士課程），講義室（専攻科），自習室，図書室，資料室

は，定期試験前の自主的学習，図書閲覧，文献調査の場所として利用されている。情報処理関係設備

では，無線 LAN システムが学内全域に整備され，携帯情報末端があればどこでも学内 LAN 及びインタ

ーネットが利用できる。また，情報処理センターに 60 台，パソコン室（２室）に 90 台のパソコンを

設置しており，月～金曜日の 18 時まで自由に利用でき（教職員が施錠責任者として対応できる場合に

は，これ以外の曜日・時間も可能），各教科の課題や卒業研究などの書類作成，インターネットによる

学内外の情報収集や電子メールによる情報交換などに積極的に利用されている。また，公式ウェブサ

イトや e-Learning システム(Web Class)を利用した自主的学習，図書の新着情報や蔵書・文献検索等

も可能である。本校の公式ウェブサイトのアクセス数の推移は，平成 18 年度 6,659,816 件， 平成 19

年度 9,377,554 件，平成 20 年度 9,408,572 件， 平成 21 年度 9,668,306 件，平成 22 年度 10,881,782

件，平成 23 年度 11,327,135 件と年々増加しており，ウェブサイトによる情報伝達が盛んになされて

いることが分かる。平成 21～23 年度大学 GP プロジェクト「自己成長力を加速する次世代 ICT 活用教

育」により全教員と全学生に携帯情報端末が配布され，ICT を活用した様々な取り組みがなされてい

る。 

図書館は，人文・社会科学，工学，自然科学

など 10 分野の図書や視聴覚資料（ビデオ，DVD)

の貸出，定期試験前などに自主的学習を行う場

として活用されており，休業期間を除いて平日

19 時まで，土曜日は９時から 13 時まで利用で

きる。平成 23 年度の入館者は延べ 29,183 人，

貸出冊数は 7,119 冊（DVD 等も含む）となって

いる。図書館システムは平成 21 年度に長岡技術

科学大学と高専が統合図書館システムとして導

入され，平成 23 年度に最新の図書館システムに

更新された。図書館のウェブサイトには，各種

の検索サイトが設けられており，自由に文献検

索ができる。学生用図書・雑誌は，教員からの

依頼の他に，学生からの申し出や意見箱より情

報を入手して図書・情報係で選定して購入して

いる。また，定期的に学生図書委員会を開催し，

図書館だよりの発行や図書館主催のイベントを

企画・実行している 。 

学生の生活環境を支援する設備には，建依会

館，黒潮会館，保健室，学生相談室，学生寮などがある。建依会館には，100人程度が利用できる食堂，

売店，課外活動，集会や研修会などに使用できるサークル室がある。黒潮会館は，文化系クラブの活
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動室及び学生が長期休業中に課外活動を行うための研修室として利用している。保健室では，常勤看

護師1名で急病者や悩みを持った学生達への支援を行っている。学生相談室は，相談室長1名，相談室

員7名で構成され，また学外の専門家である非常勤カウンセラー２名（週３回）と精神科医１名（月１

回）や専攻科生２名（週１回）のピアサポーター制度によるカウンセリングが行われており，学生の

個人的問題に関する相談，精神保健に関する相談，学習上の問題に関する相談，進路に関する相談な

どに応対している。総合科学科棟1階ロビーと学内LANに就職関連資料，学生課に編入学試験関連資料

の書架があり，学生が自由に閲覧でき，進路の決定に役立てている。学生寮は，男子寮５棟（内１棟

の一部は女子寮として使用）と女子寮１棟の合計６棟あり，それぞれ居住棟の各階には，テレビ，コ

ンロ，冷蔵庫などが備えられた補食室，学内LANに接続したパソコンが利用できる（居室で携帯情報末

端による無線LAN接続も可能）。学生寮の共用施設としては，食堂，男子浴場，女子浴場，洗濯場，寮

生集会などに利用できる教養棟，自転車置場などがある。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の自主的学習を支援する設備として，各種教室，情報処理センター，パソコン室，図書館が整

備され効果的に利用されている。特に，学内無線LANシステムが学内全域に整備されており，情報処理

センターやパソコン室は，各教科の課題や卒業研究，学内外の情報収集や情報交換，ウェブサイトを

利用した自主的学習，図書の新着情報や蔵書・文献検索などに大いに利用されている。また，学生の

生活環境を支援する設備として，建依会館，黒潮会館，保健室，学生相談室，学生寮があり，学生の

厚生施設として効果的に利用されている。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験や

検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

学生のニーズは，学生会が年１回開催する学生総会，あるいは各クラスの評議員，文化・体育局の

評議員と女子学生代表者で２ヶ月に１回行われる評議員会において決議され，その要望事項を学生主

事室で把握し，学生生活委員会で審議されて実行に移される（資料７－１－③－１）。評議員会では，

学生会予算及び決算の承認や，文化・体育・生活・予算・規約改正・広報・交通安全・女子学生環境・

高専祭・体育祭・よさこい祭・総合文化祭などの各種執行委員会からの提案事項が決議される。 

また，専攻科生懇談会，留学生懇談会，１年生研修，２年生合宿研修，３年生研修，クラブリーダ

ー研修，寮役員委嘱式，寮役員会などの学生との懇談会，研修会，役員会の中でも随時要望を聞くこ

とができる。 

図書館では，学生自らが希望する書籍をブックハンティング（年２回）において購入し，またロビ

ーに意見箱を設置し，学生の要望の把握に努めている。 

学生から要望例として，TOEIC試験のための勉強会の開催が専攻科学生からあり，平成15年度から英

語担当教員で週１回の頻度で行っている。また，図書館とパソコン室の開館時間の延長なども学生か

らの要望に基づき対応した結果である。 
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資料７－１－③－１

「学生会組織図」 

（出典 平成 24 年度学生便覧）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－③－２

「技能審査認定単位」 

（出典 平成 24 年度学生便覧） 

実用英語技能検定やTOEIC試験は英語担当教員，工業英語技能検定は専門学科の工業英語担当教員が

対応しており，試験内容や試験日は掲示板や授業などで学生に周知・募集している。これらの支援と

して試験のための勉強会等を実施している。また，平成23年度より本校在学中に指定された技能審査

を取得した場合，進級や卒業に必要な単位数に算入できるよう単位認定している（資料７－１－③－

２）。平成23年度は，実用英語技能検定（準２級９名，２級１名），工業英検（３級２名），資格試験（基

本情報技術者１名，ITパスポート１名，電気工事士第２種２名，陸上技術士第２級１名，危険物取扱

者（乙種13名））に合格している（基準６－１－②―３（236ページ前出））。 

 

海外英語研修は，本校とオーストラリアのSydney Institute of Technologyとで学術交流に関する

協定が締結された平成11年度から実施している（平成22年度は７月24日～８月14日に実施された）。国

際交流室により学生へ周知・募集され，希望する学生は事前勉強会を経てシドニーにおける短期（約

２週間）の英語研修を受けることができる。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学習支援に関する学生のニーズは，学生総会や評議員会，あるいは各種懇談会，研修会，役員会，

図書館に設置された意見箱を通じて教員に適切に把握されている。要望の一例として，平成15年度か

ら専攻科学生にTOEIC勉強会を行っており，効果を上げている。 
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資料７－１－④－１

「留学生チューター制度」 

（出典 平成 24 年度チューターの手引）

一方，実用英語技能検定やTOEIC試験は英語担当教員が，また工業英語技能検定では専門科の工業英

語担当教員が勉強会等を実施している。なお平成23年度より，指定された技能試験に合格した場合，

履修単位として認定している。また，本校には海外英語研修があり，外国留学のための英会話などの

勉強会を出発までの約２ヶ月間行っている。 

このような支援体制が整備され十分機能しており，資格試験では平成23年度に総計30名が合格した。 

 

 

観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。ま

た，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程３学年より受け入れの留学生に対し

て，学級担任の指導に加えて同じクラスの学生１

名が２年間チューターとなり，生活面や学習面の

細かなフォローを行っている（資料７－１－④－

１）。また，時間割に日本語，日本事情，数学演習，

専門科の基礎的な工学演習を特別科目として組み

込んで学習指導を行っている。高等学校から準学

士課程４学年への編入学生でも同様に，時間割に

数学演習，専門科の基礎的な工学演習の特別科目

を組み込んで学習指導を行っている。 

障害のある学生等に対しては，教職員により構

成された支援グループを設置し，定期的な会議を

開催し，学生，保護者や市町村との連携により学

習支援を行っている。また，定期試験において希望する学生に別室受験の便宜を図っている。 

このような支援体制により，留学生はチューター制度により年間140時間，特別科目：準学士課程３

年総計210時間（総計７単位），４年総計60時間（総計２単位），編入学生は４年総計120時間（総計４

単位）の学習支援が行われている。一方，障害のある学生等に対しては必要に応じて学習支援を行っ

ている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 留学生，編入学生に対してチューター制度や特別科目を導入し，また障害のある学生に対して教員

による支援グループを設置し，適切な学習支援を行う体制が整備されている。 
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資料７－１－⑤－１

「クラブ・同好会（体育系・文化系）一覧」 

（出典 高知高専ウェブサイト 改変） 
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観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が整

備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

（観点に係る状況）  

本校には体育系（22クラブ，２同好会），文化系（14クラブ，５同好会）のクラブがあり，顧問教員

の指導の下で自主的な活動が活発に行われている（資料７－１－⑤－１）。体育系クラブは，四国地区

高専体育大会等の高専関係の各種大会や県体等の高体連が主催する各種大会に参加している。文化系

クラブは，四国総合文化祭やロボットコンテスト，プログラミングコンテスト，デザイン・コンペテ

ィションなどに参加している。全教員が何らかのクラブの顧問となり，課外活動指導のしおりに記載

された任務を行ってクラブ活動を支援している（資料７－１－⑤－２）。また，平成18年度から休日ク

ラブ担当教員を配置し，祝祭日以外の土曜，日曜日の午前中に顧問不在の場合においても課外活動が

行われるようにしている。一方，これ以外の時間帯は顧問教員の指導を必須としている。クラブリー

ダーには，クラブ相互の連帯感やリーダーとしての自覚を高めること，課外活動のさらなる活性化や

救命急法を学習するための研修会を行っている（年２回，６月救命講習，１月リーダー研修）。 

学生会の課外活動には，全学生が参加する星瞬祭（高専祭，体育祭），クラス単位で競技を競うクラ

スマッチ，よさこい祭り，献血などがある。これらの活動は，学生生活委員と学生会が協力して企画

し，全教員がその運営を積極的に支援している。学生寮では，寮生役員会が主催する愛寮イベントが

行われ，寮務委員がその運営を支援している。 
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（出典 平成 24 年度課外活動指導のしおり 抜粋）

資料７－１－⑤－２

「クラブ顧問教員業務」 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生のクラブ活動は，顧問教員がクラブ予算案の作成・予算執行・物品管理の指導，学生の安全確

保とその指導，活動に必要な書類の承認・注意・指導，対外活動の計画と引率，合宿の指導，顧問会

等のクラブ関係集会への参加を行い，また休日クラブ担当教員を配置し，支援体制が整備されている。

また，学生会の課外活動には，学生生活関係教員と学生会が協力して企画し，全教員がその運営を積

極的に支援する体制にある。 

このような支援体制のもと学生のクラブ活動では，各種体育大会や文化祭に積極的に参加できてお

り，適切な責任体制の下に機能している。 

 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

学生教育や生活を支援するための組織として各種委員会を置いている（資料７－２－①－１）。これ

らの委員会は定期的に開催され，学校全体の教育方針や教育改善などを検討し，その実現に努めてい

る。また，学生教育，生活・進路指導・福利厚生，寮生活の支援・指導の主体となる組織として教務

主事室，学生主事室，寮務主事室がある。各主事室は，校長に指名された主事１名と主事補佐４，５

名で構成され，任務にあたっている。 

各学科内においては，定期的に学科教室会議や各種WG会議が開催され，学科内学生の学習・生活指

導などを討議している。また，本校は学年制を基本におき学級を単位として教育を行っており，学級

担任と副担任は，学生一人一人のきめ細かな学習・生活指導や進路指導，各種情報の伝達や学生の相

談や要望などに応対している。専攻科学生に対しては，指導教員が担任の役割をし，専攻主任同副主

任が専攻全般をサポートすることで，準学士課程と同様にきめ細かな指導を行っている。 
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分類 支援組織名  役割 支援事項 会合頻度

教
育
支
援 

教務委員会 専攻科学生の教育・研究に関する事項を

審議し，その調整と処理にあたる。 
教育・研究支援，学費の支援，技

能検定の単位認定，編入生・留学

生・成績不振学生への学習支援，

校外実習ほか 

２週間に

１回 

地 域 連 携 セ

ン タ ー 運 営

委員会  

共同研究，技術相談，教官の研究成果公

表等に関して必要な事項を定める。 
研究・プレゼンテーション等の支

援 適宜 

情 報 処 理 セ

ン タ ー 運 営

委員会  

学内情報処理システムの保守，管理，運

営に関して必要な事項を定める。  
情報処理関連教育，自主学習，情

報収集，図書・文献検索 適宜 

教 育 改 善 推

進委員会 
教育方法の改善，教育技術の向上  ＦＤ活動による学生教育へのフィ

ードバック  
適宜 

生
活
支
援
，
人
格
形
成 

寮務委員会 学寮における寮生の生活に関する事項

を審議し，その調整と処理にあたる。  
住居の支援体制，寄宿舎での生活

指導  
２週間に

１回 
学 生 生 活 委

員会 
学生生活に関する事項を審議し，その調

整と処理にあたる  
学生の生活支援，学生表彰，学校

行事や課外活動，奨学金や授業料

免除ほか 

２週間に

１回 

人権・倫理委

員会 
人権・倫理の尊重について果たすべき責

務に関して必要な事項を審議する。 
人権・倫理侵害への対応 
これらを防止する啓発活動による

教育環境の確保  
適宜 

学生相談室 学生の個人的な諸問題についての相談

に応じ，解決のために適切な助言を与え

ることを目的とする。  

学生の個人的問題に関する相談，

精神保健に関する相談，その他  
毎週１回

及び適宜

進
路
支

援 

進 路 指 導 委

員会 
学生の就職，進学指導に関する事項を審

議し，その調整と処理にあたる。  
就職・進学に関する情報提供 

適宜 

管
理
運
営 

リエゾン・企

画委員会 
学校運営に関する渉外事項，企画事項，

ＦＤ推進の事項を審議する。 
渉外・企画・ＦＤ推進事項の立案 

適宜 

運営会議 学校の管理・運営に関する重要事項を校

長が聴取する。 
渉外・企画・ＦＤ，各種委員会内

容の総括 
２週間に

１回 
教員会  学校の運営に関する事項を教官全員に

連絡する。 
渉外・企画・ＦＤ，各種委員会内

容の全教官への周知  
年間４回

及び適宜

主
事
室 

教務主事室 教務事項の企画・管理・運営。 カリキュラムの実施運営や公認欠

席の承認，時間割調整など  常時 

学生主事室 生活を豊かにし，人間的成長を助長する

事項の企画・管理・運営。  
学園祭などの学校行事の運営指導

や交通安全講習会の企画などの指

導を行なう  
常時 

寮務主事室 寮務事項の企画・管理・運営。 寄宿舎における自主学習や生活指

導や設備更新に関する指導  常時 

身
近
な
指

導
・
支
援

学級担任，副

担任，専攻科

指導教員 

クラス運営を担当する。 生活指導・学習指導，学生の悩み

相談，進路相談，各種手続き，教

室管理 
常時 

資料７－２－①－１

「各種委員会」 

（出典 各種委員会資料）

 

 

 



高知工業高等専門学校 基準７ 

 

- 262 - 
 

（出典 各種支援組織資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－①－２

「高等学校等就学支援金制度」 

（出典 高等学校等就学支援金制度 抜粋）

学生の個人的問題に関する相談や精神保健に関する相談は，学生相談室（相談室長１名，相談室員

７名，学外非常勤カウンセラー２名，学外精神科医１名）で対応し，平成23年度の相談件数は242件で

あった。一方，平成23年度の保健室での相談件数は154件で，対人関係，健康面，精神面に関する相談

が多くなっている。また，平成23年度の専攻科生によるピアサポーター制度の相談件数は23件であっ

た。 

学生の経済面に関する体制として，高等学校等就学支援金制度（準学士課程１年生から３年生）に

より町村民税所得割額に応じて支援金（加算なし419名，１.５倍加算25名，２倍加算86名）が支給さ

れている（資料７－２－①－２）。学業，人物ともに優れかつ健康であって学資の支弁が困難と認めら

れる学生は，選考の上，日本学生支援機構奨学規定により，奨学金の貸与を受けることができる。平

成23年度は，準学士課程及び専攻科の在籍数890

名に対して206名（23.1％）が奨学金を受けてい

る（平成24年３月１日現在）。また，本校に案内

がある日本学生支援機構以外の奨学金もある

（資料７－２－①－３）。一方，経済的な理由に

より授業料の納付が困難であり，かつ学業優秀

と認められる学生に対して，その期に納付すべ

き授業料117,300円（平成23年度）の全額又は半

額を免除することができる。準学士課程４，５

年生及び専攻科生において，前期・後期を合わ

せた平成23年度の授業料免除者は，全額免除の

べ49名（6.8％），半額免除のべ26名（3.6％）と

なっている（平成23年11月１日現在）。 

寄宿料についても，学生又は学資負担者が災

害を受け納付困難と認められる場合には，災害

当月の翌月から起算して６か月間の範囲内にお

いて，必要と認められる期間免除を受けること

ができる。 

学生には，年度当初の説明会，学生便覧への

掲載，学級担任からの連絡，ポスターやチラシ

の掲示を通じて周知・募集している。 
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種   類 出   願   資   格 貸与月額 

高知県高等学校等 

奨学金 

保護者が高知県内に居住している高等学校，高等専門

学校在学者で，勉学の意欲がありながら経済的に修学

が困難な者 

18,000 円 

23,000 円 

(いずれか選

択) 

財団法人関育英協会 
第 2 学年在学生で，人物・学業とも優秀かつ健康で，学

資の支弁が困難と認められる者 
20,000 円 

あ し な が 育 英 会 

保護者等が病気や災害などで死亡，または後遺障害の

ために働けず家庭の生活事情が苦しく教育費に困ってい

る者 

25,000 円 

財団法人交通遺児育英会 
保護者等が交通事故で死亡，または後遺障害のため

に働けず経済的に修学が困難な者 

20,000 円

30,000 円 

40,000 円 

(いずれか選

択) 

 

資料７－２－①－３

「各種奨学金制度」 

（出典 各種奨学金制度資料 抜粋）

（分析結果とその根拠理由）  

学生の生活の支援体制として，各種委員会，教務主事室，学生主事室，寮務主事室を整備している。

また，学科会議，準学士課程の学級担任と副担任，専攻科の専攻主任と副主任により，個々の学生の

きめ細かな学習・生活・進路の指導・相談・助言を行っている。加えて，学生の個人的な対人関係，

健康面，精神面などに関する相談は，保健室と学生相談室並びに専攻科生によるピアサポーター制度

で対応している。一方，学生の経済面に係わる制度としては，日本学生支援機構奨学金，授業料免除

などを整備している。 

このような支援体制のもと，学生一人一人の生活にきめ細かく指導・相談・助言が行われ，かつ学

生の個人的問題や精神保健に関する相談は学生相談室（平成23年度相談件数242件）と保健室（平成23

年度相談件数154件）で対応しており，十分に機能している。また，学生の経済面に関しても高等学校

等就学支援金制度（準学士課程１年生から３年生），平成23年度奨学金（日本学生支援機構（206名））

や授業料免除（75名）にて支援しており，効果的に機能している。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる

状況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

留学生に対して，同じクラスの学生１名が２年間チューターとなり，留学生指導教員と連携して生

活面や学習面の細かなフォローを行っている。また，平成23年度は３名の留学生が寮生活を送ってい

る。その他に，留学生懇談会や留学生研修旅行もあり，友人との親睦を深めたり，日本の生活習慣や

環境に親しんだりしている。 

身体的ハンディキャップを持つ学生への生活支援として，殆どの建物，学生寮（事務室，１，４，

５，６号館）の入口に車椅子用スロープ，総合科学科棟，機械工学科棟，環境都市デザイン工学科及
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び専攻科棟にエレベータ，機械工学科棟，環境都市デザイン工学科及び専攻科棟に車椅子用トイレ，

教室棟と図書館には座式昇降機を設置している（基準８－１－①－16（284ページ後出））。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

留学生に対してチューター制度，入寮制度，懇談会や研修旅行を実施し，また身体的ハンディキャ

ップを持つ学生に対して車椅子用スロープ，エレベータ，車椅子用トイレなどを設置し，生活支援等

が適切かつ必要に応じて行われる状況にある。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況） 

準学士課程１年生（全寮制，自宅通学許可者，女子学生を除く）及び２年生は，低学年生であり，

また学生寮が勉学の場であることから，居住棟の各階に３年生以上の学生（指導生）を配置し，日課

に従って日常的な生活や学習などの質問や相談が行えるシステムになっている（資料７－２－③－１）。

また，宿直教員が夕方 17 時より翌朝８時 30 分まで学生寮敷地内で宿直をしており（休日は日直教員

も勤務），平成14年度からは半当直教員も加わり生活指導を行っている。（17時より21時 30分まで）。

平成 24 年度の学生寮生数は，専攻科生を含む在籍者数 904 人のうち 451 名で，その内，女子学生 77

名，留学生３名が入寮している（基準８－１－①－14（282 ページ後出））。居住棟は，男子学生寮１

～５号館の５棟（５号館は１，２階を女子，３，４階男子が使用）と女子学生寮６号館１棟の合計６

棟ある。各学生の居室には各人に学習机，本棚，ロッカー，ベッドが備えられ，日課に従って，快適

に学習できる環境になっている。また，それぞれ居住棟の各階には，テレビ，コンロ，冷蔵庫などが

備えられた補食室，学内 LAN が利用できる無線 LAN 設備も設けている。 

 学生寮の共用施設としては，食堂，浴場，洗濯場，教養棟，自転車置場がある。教養棟は勉強会，

寮生集会等に利用されている（資料７－２－③－２）。 

 学生寮の環境整備は，運営費交付金及び寮生経費を充て，毎年数千万円程度が投じられている（資

料７－２－③－３）。学生の日常生活に必要な冷蔵庫，洗濯機，除湿機，などは毎年順次更新しており，

老朽化した物品の修理も適宜行っている。 

 平成23年度には，近い将来発生するとされる南海地震を想定し，施設マネジメント委員会における

審議を経て，屋上への避難階段の設置及び屋上手すり取つけなどの改修を行った。 
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資料７－２－③－２

「学生寮配置図」 

（出典 平成 24 年度寮生活のしおり）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－③－１

「学生寮日課表」 

（出典 平成 24 年度寮生活のしおり）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－③－３

「学生寮整備一覧」 

 

（出典 切正寮整備資料） 

年度

H１７～２１

H２２

 １・２・３・４号館耐震工事（耐震改修）
 １・２・５・６号館空調用電源工事他（エアコン用電源設置）
 １号館床張替え工事
 ４号館改修工事（内外装塗り替え他）
 ５号館改修工事（内外装塗り替え他・多目的室含）
 ５号館多目的室空調取付工事（エアコン設置）
 ６号館スロープ取付工事

 ６号館改修（身障者対応のトイレ及び風呂設置）
 １・２・５・６号館（リースエアコン設置）
 食堂厨房床改修工事（床張替え）

工事・修繕内容

H２３

 ６号館改修工事（内外装塗り替え他）
 ３号館改修（各階東側洗面所・トイレ改修，空調用電源工事）
 ３号館（リースエアコン設置）
 ２号館一階床張替え工事
 １号館医務室内装改修工事
 １号館洗濯物干し場塗装工事
 屋上避難階段設置工事
屋上手すり取り付け工事
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月日 講演題目 講演者

H23.9.5 グローバル時代にどう対応すべきか？ 高知高専電気工学科１期生

H24.2.6 夢を持て！卒業生からの提言 高知高専機械工学科２期生

H23.7.6 心を豊かにするための美しい言葉と挨拶 フリーアナウンサー

H24.1.18 自分の将来を見出すには 高知高専電気工学科１期生

ｈ23.9.8
ｈ23.9.15

社会人としてのマナー 株式会社高知銀行人事部

ｈ24.1.26
ｈ24.2.2

インターンシップと進路について 株式会社マイナビ四国支社

ｈ24.1.26
ｈ24.2.2

スーツの着こなしについて 青山商事株式会社高知野市店店長

対象

１年生

１年生

２年生

２年生

３年生

３年生

３年生

資料７－２－④－１

「進路支援講演会」 

（出典 平成23年度進路支援プログラム資料）

（分析結果とその根拠理由） 

 学生寮は，準学士課程１年生及び２年生に対して３年生以上の指導生，加えて全寮生に対して宿直・

半当直教員が生活指導や相談に対応している。各居住棟の居室には各人に学習机，本棚，ロッカー，

ベッドが備えられ，日課に従って，快適に学習できる環境になっている。また，それぞれ居住棟の各

階には，テレビ，コンロ，冷蔵庫などが備えられた補食室，学内 LAN が利用できる無線 LAN 設備があ

る。さらに，食堂，浴場，洗濯場，教養棟，自転車置場などが整備され有効に機能している。 

建物の老朽化に伴って学生寮の環境整備の支出は，増加の一途にあり，居住棟毎の改修を行うため

の概算要求を行っているのに加え，南海地震対策として屋上への避難階段の設置，屋上手すり取りつ

けなどの改修を行っている。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

全校的な進路指導方針等は，進路指導委員会で調整・協議される。学科単位での進路相談や指導は

学級担任と学科長（５年生の進路指導担任），専攻科では指導教員と専攻主任が主体となる。進路支援

室では，準学士課程１～３年生を対象に特別活動の時間を利用して進路支援講演会を行っている。平

成23年度は７回の講演が外部講師を招いて実施された（資料７－２－④－１）。また，準学士課程４年

生と専攻科１年生に対して企業合同説明会（平成23年度81社参加），高知県内企業を対象とした説明会

（平成23年度12社参加）を行い，学生が将来の就職先を考える機会を与えている。なお，平成23年度

は本校卒業生３名を外部講師として招いて実施された。 
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月日

H23.5.31

h23.1124
　　　～25

H23.12.5

講演題目

第１回全国就職指導ガイダンス

平成２３年度全国学生指導担当教職員研修会

「公正な採用選考」問題連絡協議会

文部科学省、就職問題懇談会、
独立行政法人日本学生支援機構

主催

独立行政法人日本学生支援機構

（社）高知県人権教育研究協議会

資料７－２－④－２

「進路支援活動」 

（出典 平成23年度進路支援関係活動記録）

進路支援室は，学生に適切な進路指導を行うために，校外の研修会に参加して情報収集や意見交換

にも努めている（資料７－２－④－２）。また，学級担任と学科長（５年生の進路指導担任）は，個々

の学生の進路指導や相談に随時応じている。一方，保護者とは年に２回（７月と10月）開催される保

護者会で相談に応じている。夏季休業中には，地区別後援会において保護者を対象とした進路説明を

行っている。 

 進学の試験対策として，大学編入学希望者を対象に，編入学試験に必要な物理，化学，数学を各々

の担当教員が準学士課程４年生に物理学演習と化学演習，準学士課程５年生に数学特論（選択授業）

を開講している。就職試験対策としては，就職試験対策模擬試験などを放課後などに定期的に行って

いる専門学科もある。また，総合科学科棟１階ロビーと学内LANに就職関連資料，学生課に編入学試験

関連資料の書架があり，学生が自由に閲覧できるようになっている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の進路相談や指導は，進路指導委員会で指導方針を協議し，学級担任と学科長（５年生進路指

導担任），専攻主任及び進路支援室が主体となり対応している。進路支援室では，学生対象に進路支援

講演会や企業合同説明会を実施し，また校外の研修会にも参加して情報収集や意見交換にも努めてい

る。学級担任と学科長（５年生進路指導担任）は，個々の学生の直接的な進路指導や相談に随時応じ

ており，また保護者の相談に保護者会（年２回）や地区別後援会で対応している。就職や進学の試験

対策として，準学士課程４，５年生に物理学演習，化学演習，数学特論の開講や，就職試験対策模擬

試験などを定期的に行っている。就職（総合科学科棟１階ロビー・学内LAN）や進学（学生課）の関係

資料は随時学生が閲覧できるようになっている。 

このように，就職や進学を指導するための体制が整備され，就職先や進学先の選択に大いに利用さ

れており，効果的に機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

無線LANシステムが校内全域に整備され，情報処理センターやパソコン室が各教科の課題や卒業研究，
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学内外の情報収集や情報交換，ウェブサイトを利用した自主的学習，図書の新着情報や蔵書・文献検

索などに利用されている。また，携帯情報端末による学習がなされている。 

留学生，編入学生にチューター制度や特別科目を導入し，また障害のある学生等に対して教員によ

る支援グループを発足し，適切な学習支援が行われている。 

学生教育や生活の支援体制として教務・学生・寮務の主事室があり，学生教育，学生生活支援，寮

生指導を主体的に行っている。 

個々の学生のきめ細かな学習・生活・進路の指導・相談・助言を行うために，学級担任と副担任を

置いている。学級担任と学科長は，個々の学生の直接的な進路指導や相談に随時応じ，保護者との相

談にも保護者会や地区別後援会で応じている。 

学生のキャリア支援の一環として，進路支援室を開設し，講演会や企業合同説明会などが行われて

いる。 

学生の個人的な対人関係，健康面，精神面などに関する相談は，保健室と学生相談室並びに専攻科

生によるピアサポーター制度で対応している。 

身体的ハンディキャップを持つ学生への対応として，車椅子用スロープ等を設置し，バリアフリー

対策を講じている。 

本校には学生寮が整備され，準学士課程１年生及び２年生に対して３年生以上の指導生，加えて全

寮生に対して宿直・半当直教員が生活指導や相談に対応している。 

 

（改善を要する点）  

学生寮の居住棟の狭隘な居室や低い天井等，近年の学生の体格や生活様式に適応するような全面的

な改修が必要である。現在，学生寮改修のための概算要求を行っているところである。 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

学習を進める上でのガイダンスが年度当初に適切に実施され，またオフィスアワーや校内無線LAN

システム等による自主的学習の支援体制が整備され機能している。学習支援に関する学生ニーズは学

生会や研修会等を通じて把握され，資格試験などの支援も勉強会や個別指導を行って効果を上げてい

る。学生の個人的な相談は，保健室と学生相談室並びに専攻科生によるピアサポーター制度で対応し

ている。特別な学習支援が必要な留学生，編入学生に対してチューター制度や特別科目を導入し，ま

た障害のある学生等に対して支援グループを設置し，適切な学習支援を行っている。学生のクラブ活

動や課外活動の運営に対しても全教員が積極的に支援している。 

学生教育や生活の支援体制として，主事室が学生教育，学生生活支援，寮生指導を主体的に行い，

また学級担任と副担任は個々の学生のきめ細かな学習・生活・進路の指導・相談・助言を行っている。

留学生にはチューター制度や入寮制度があり，身体的ハンディキャップを持つ学生のためにバリアフ

リー対策を講じている。本校の学生寮では，準学士課程３年生以上の指導生（準学士課程１，２年生

対応）及び宿直・半当直教員によって寮生の生活指導や相談に対応しており，また建物の老朽化に伴

う改修や南海地震を想定した耐震補強が行われている。学生の進路相談や指導は，学級担任と学科長，

専攻主任及び進路支援室が主体となり，進路支援講演会，企業合同説明会等の総合的なキャリア支援

を行っている。一方，保護者会や地区別後援会等も行い，保護者にも対応している。準学士課程生に

対して物理，化学，英語，数学の補習授業も開講している。 


